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空き家バンクへの登録をご検討ください
　「空き家バンク」は、町内の賃貸・売却できる空き家を「空き家バンク」に登録していただき、その物件の情報
を、町への移住を希望される人や住居をお探しの人へ、町のホームページなどを利用して提供する仕組みです。

お問い合わせ先：総務振興課　まちづくり推進係　☎62－2317（直通）

こんなメリットがあります！
①空き家に人が入ることで、空き家

の管理をする必要がなくなる
②家賃・売却収入が発生する
③使っていない空き家に人が入るこ

とで町の活性化に役立てる

空き家バンクに登録すると
①登録申込書を提出していただいた後、担当職員が現地調査に伺い、

物件の様子や間取りなどを確認します。
②登録された情報を町のホームページに掲載します。物件の所在地や

間取り、設備などを写真も含めて掲載します。
③交渉契約に町は直接関与せず、当事者間で行っていただきます。宅

建業者の仲介を希望される場合は、町内業者をご紹介します。

空き家バンク登録から契約までのながれ

　立神峡里地公園は、周囲約13 ヘクタールの広さがあります。吊り橋やログハウス・ロッジなどの施設がありますが、
それを取り囲むように遊歩道がまんべんなく整備されています。火の国橋から一歩中に入ると、五百羅漢像が遊歩
道の左右に点在しており、その千差万別ユニ－クな表情が、時には笑いを誘うこともあります。
　今回は、その遊歩道に隣接する史跡をご紹介したいと思います。地元の人も、なかなか知らない人が多いので
はないでしょうか。なぜ、立神というのかご存じですか。遊歩道を上に登って行くと、途中から案内板に鍾乳洞の
看板が目につきます。白い石灰岩の絶壁の頂上近くに鍾乳洞があり、これは「アナンドサン」（穴洞さん）と呼ばれ
ています。そこに立つ石筍（せきじゅん）を「タチガミサン」と言い、古くから信仰の対象として拝したと言われて
おります。そして、地区名である「立神」は、これが由来となっています。
　この鍾乳洞には、右から縦穴・斜め穴・横穴があり、特に縦穴は、氷川まで続いていると言われており、この穴
を「龍神洞」と呼んでいます。現在は落石により、ふさがれていますが、長さは約 60 メ－トルほどあり、古くから
参拝する人が、古銭を投げ入れて、お参りしているため、洞窟内には多くの古銭が残されています。
　このアナンドサンを上宮

（じょうぐう）と言い、そ
の下に不動明王を祭った中
宮（ちゅうぐう）および熊
野座神社（下宮を番神とす
る）の 3 社があります。
　町民の皆さまも、ぜひ
立神峡の裏側にも一歩足
を運び入れ、遊歩道の左右
に鎮座する、さまざまな顔
と形の羅漢像のユニ－クな
表情に心を和ませながら、
健康的な汗をかいてみませ
んか！

神秘いっぱいの立神峡遊歩道を巡ってみませんか？

立 神 穫峡 の タ春 ケの ノ味 コを 体覚 掘収 験

◆ 日　　時：2 月 28 日（日）
9 時 ～ 12 時（9 時から管理棟で受け付け）

◆ 場　　所：立神峡公園
◆ 参 加 費：500 円／人（小学生以下無料、保険料込）
◆ 服　　装：作業に適した服装、長靴や運動靴、掘る道具
◆ 申込方法：電話によりお申し込みください（当日申込可）
※ 昼食は各自ご持参ください。

お問い合わせ・お申し込み先：
立神峡公園管理棟　☎62-1543　FAX62-1546　http://tategami-camp.com/ （8:30～17:30 火曜定休日）

　春の訪れも間近な立神峡里地公園には、竹林が数多く点在
しています。当然、タケノコが毎年、数多く生えてきます。
　春の訪れを待ちかねたようにタケノコが首を出すのが、この
季節です。まだ早いかも知れないと思う人も多いとは思います
が、実は 1 月から地面の中には生えています。その事を一番知っ
ているのが里山の主「イノシシ」です。
　この里山の恵みを頂くために、タケノコ掘り体験を開催しま
す。多くのご参加をお待ちしております。

▲羅漢像▲不動明王▲タチガミサン


